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このマークの記事は、関連
写 真 を「 市 公 式 フ ェ イ ス
ブック」で公開しています。
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　「ねんりんピックはばたけ鳥取 2024」民
謡交流大会の受賞報告を、11 月７日に受け
ました。安来節の唄で審査員特別賞を受賞
した田中美幸さんを祝い「楽しみながら末
永く続けてほしい」と激励しました。
　今後も市では、健康増進・生きがいの高
揚を図り、皆さんがいきいきと暮らせるま
ちづくりを続けていきます。

安来で自分らしく生きる
市長日記市長日記

▲日本代表２組の入場。国旗を掲げているのが
江田さん・細田さんペアです。

▲大会結果を市長報告。（二岡さん右から二人
目）全国操法大会の様子は上の２次元コードを。
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　ダンススポーツ大会「ＤＳＡアジアジュニア選手
権　香港２０２４」に日本代表として出場する中学
生選手が、11 月８日に田中市長を表敬訪問しまし
た。訪問したのは、社交ダンススタジオ「Ｂ

バ ル

ＡＬＬ 
Ｈ

ホ ー ル

ＡＬＬ」に所属する江田煌
こ う や

也さんと細田琉
る な

永さん。
２人は初のアジア大会に「緊張するが全力を出し
切ります」「自分たちらしい表現を披露したいです」
と意気込みを語りました。
　大会本番は 11 月 16 日・17 日。準決勝進出の好
成績を残しました。

　今年で３回目になるもりもり炎まつり。後継者が途
絶えた母里窯ですが、実行委員会を中心に今年も窯に
火が入りました。薪は松を使い１２５０度まで温度を
上げ、およそ１０００点の作品が出来上がります。　
　　　　　　　　　　　　11 月３日：伯太町東母里

今月の1枚

消
防
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全
国
１
位
！

　第 30 回全国消防操法大会小型ポンプの部に島根
県の代表で安来市消防団赤江分団が出場しました。
　消防操法は、総合審査（チーム全体の規律など）、
行動審査（ひとりひとりの行動の正確さ）、時計審
査（火点が倒れるまでのタイム計測）の３つの審査
の合計得点を競います。
　赤江分団は敢闘賞。２番員の二岡洋文さんが優秀
選手（個人の部で全国１位）を受賞されました。二
岡さんは「熱心な指導や応援のおかげでとても冷静
に最善の操法をすることができた」と語りました。



　11 月９日～ 15 日の秋の火災予防運動期間にあわ
せ、同月 10 日に実施された「一日消防署体験学習」。
市内小学校の３年生～６年生 35 人が安来市消防署
で防火について学びました。
　子どもたちは、消防車での放水、室内火災時の視
界を再現した濃煙体験、距離 20 ｍのロープ渡り、
はしご車の搭乗などを体験。放水体験を終えた１人
は「消防車のホースはとても重く、消防士さんが支
えてくれてなんとか持てました。いつもがんばって
いる消防士さんはすごい」と目を輝かせていました。
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　「安来節を世界に！」をテーマに伝統芸能である
安来節を海外や若者世代に発信するため、Ｒ

ラ ム

ＡＭ
　Ｒ

ラ イ ダ ー

ＩＤＥＲさん（サウンドプロデューサー）と
Ｋ

カ リ ン

ＡＲＩＮさん（コレオグラファー）を迎え、ポッ
プでクールなサウンドに激しいダンスと鮮やかな衣
装で表現するまったく新しい「ネオ安来節」が誕生。
　11 月 13 日に安来節演芸館で開催した国際会議

「お互いフォーラム」の歓迎セレモニーでお披露目
されました。通常公演はありませんが、ミュージッ
クビデオなどでお楽しみいただける予定です。

▲プロの指導を受け、猛練習した市役所職員も
一緒にステージに。

▲消防士の仕事に加え、初期消火の体験も。最
初に「火事だ！」と周りに知らせるのが大切です。
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　11 月 23 日に伯太中央交流センター（わかさ会館）
で、食と歯のフェスティバル in やすぎを開催。
　講演会では、82 歳で現役の料理研究家でもある
村上祥

さ ち こ

子さんが登壇。電子レンジを使った調理の実
演をしつつ、１日３食食べることの大切さを語りま
した。そのほか、20 本以上歯を保っている 80 歳の
人を表彰する 8020 表彰、骨密度や血管年齢などが
分かる健康チェックコーナー、クッキング教室、口
腔機能を鍛えるミニゲームなどで、あらゆる年齢に
食と健康は深くつながっていると啓発しました。

▲村上さんの講演テーマは、ちゃんと食べてちゃ
んと生きる～人生 100 年・生涯現役の「食べ力Ⓡ」～。
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　11 月６日、島根県更生保護女性連盟広瀬支部か
ら広瀬小学校へ図書購入費が寄附されました。毎年
各子ども園・小中学校へ寄附を行い、子ども達の健
やかな学びを支えています。
　広瀬小学校の常松校長が「学年により本の好みや
必要な種類はさまざまで、図書費の寄附はとてもあ
りがたいです」とお礼を述べると、広瀬地区更生保
護女性会の岡﨑憲枝会長と糸原裕子広瀬支部長は、

「子ども達の喜ぶ様子が私たちや寄附くださった地
域の人の励みになっています」と答えました。

学
び
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お
手
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い

▲子ども達は怖い話も大好きなんですよ。小学
生の読書事情に花が咲きました。


